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晴 

釣 

雨 

読 (

せ
い
ち
ょ
う
う
ど
く) 

毎
日
の
よ
う
に
起
き
て
い
る
ク
マ
に
よ
る

被
害
が
連
日
報
道
さ
れ
、
今
年
、
日
本
各
地

で
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
冬
に

な
れ
ば
冬
眠
し
惨
事
も
収
ま
る
は
ず
、
と
思

っ
た
ら
、
眠
ら
な
い
ク
マ
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
▼
専
門
家
に
よ
る
と
、
今
年
は
餌

と
な
る
ブ
ナ
の
実
が
大
凶
作
で
餌
が
乏
し
い

分
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
た
め
早
く
冬
眠
す

る
ク
マ
が
い
る
一
方
、
空
腹
で
眠
れ
な
い
ク
マ

が
動
き
回
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
▼
過
去
に

１
２
月
や
１
月
市
街
地
に
出
没
す
る
「ア
ー
バ

ン
ベ
ア
」
と
言
い
、
人
里
に
繰
り
返
し
現
れ
て

い
る
う
ち
、
そ
の
環
境
に
慣
れ
て
人
を
警
戒

し
な
く
な
る
た
め
、
ク
マ
が
寄
り
付
か
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
マ
タ
ギ
の
間

で
は
「
穴
持
た
ず
」
と
呼
ば
れ
る
ク
マ
が
存
在

し
、
山
の
木
の
実
が
豊
富
な
年
で
あ
っ
て
も
肉

食
を
好
む
ク
マ
は
一
定
数
い
る
と
言
う
。
肉

食
化
し
た
ク
マ
と
言
え
ば
、
北
海
道
で
２
０
１

９
年
か
ら
今
年
迄
放
牧
の
牛
６
０
頭
以
上
を

襲
っ
た
【オ
ソ
１
８
】の
ヒ
グ
マ
の
存
在
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
▼
肉
食
化
し
た
ク
マ
は
冬
眠

せ
ず
に
、
真
冬
に
も
家
畜
や
人
間
ま
で
も
襲

う
こ
と
が
あ
る
。
▼
見
つ
け
た
ら
、
た
め
ら
わ

ず
に
マ
タ
ギ
た
ち
の
間
で
は
駆
除
す
る
よ
う

伝
わ
っ
て
い
る
が
、
近
年
暖
冬
の
影
響
で
体
温

が
下
が
り
き
ら
ず
眠
れ
な
く
な
る
の
で
、
冬

山
に
入
る
登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
は
特
に
注
意

が
必
要
で
、
降
雪
に
な
れ
ば
被
害
が
な
く
な

る
と
早
合
点
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
▼
１
１
月
に
な
れ
ば
朝
晩
め
っ
き
り
冷

え
込
む
時
期
と
な
り
、
ア
ユ
竿
を
鉄
砲
に
持

ち
替
え
る
季
節
が
到
来
し
、
有
害
駆
除
許
可

を
得
て
、
カ
ワ
ウ
狩
猟
解
禁
と
な
る
。
ク
マ
駆

除
も
同
様
で
、
産
卵
を
控
え
た
渓
流
魚(

ア

ユ)

を
保
護
の
た
め
の
活
動
が
、
６
年
前
か
ら

「
岐
阜
県
カ
ワ
ウ
被
害
対
策
指
針
」
に
基
づ
い

て
水
産
資
源
の
保
全
の
た
め
取
り
組
ん
で
い

る
「鮎
釣
り
師
」の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
。  
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強大な組織建設を 渕柳勝彦執行委員長 
渕柳委員長は、あいさつの中で「ダンプをとりまくき 

びしい情勢、重層下請構造のもとで過去１０年、６０％

以上発注者の積算が上がっているにもかかわらず、

ダンプの単価に反映されたのは微々たる額である。

ダンプの積算単価が工事原価で全国平均７５，０００

円を越えていること、本来もらわなければならない工

事原価をもらえるようにすることは、労働組合として

の使命である」と述べました。 

つづいて使用促進闘争の意義と実績を述べ、そのためには、強固な組織建設が必要

であること、当面各県の分会の組織の課題として以下の４つをあげました。 

① 組合の規約にもとづいた組織運営（毎月 1回の分会役員、班長会議の徹底） 

② 班体制の確立（地域や仕事のつながりなどでも） 

③ 班会議の徹底（2～3 ヶ月に 1回の会議） 

④ 組織拡大、同じ目的を持った仲間を増やすこと  

最後に次のようにあいさつを結びました。「私は、ダンプ労働者のいいところは、様々な

面で率直な意見交換ができるところです。この１年間、東北ダンプ支部の方針にもとづい

て取組み、次の大会までに各分会とも組織拡大の面でも、大いに前進を勝ち取りましょ

う。本日の大会で活発な討論が行われることを期待して、私のあいさつに代えさせてい

ただきます」 

 

 

第２回定期大会開催 
 11 月 11 日（土）建交労東北ダンプ支部第２回定期大会を福島市で開催しました。

東北各地から２６人の代議員（２８人の定数）、役員９人の合計３５人が参加しました。 

議長団の福島分会の永田智朗さんと岩手分会の細川力男さんのもと議事をすす

め、執行部の提案は満場一致で採択されました。 

 討論での発言要旨は次のとおりです。またウラ面の役員を選出しました。いずれも

再任です。(敬称略) 

 大会終了後の夕食交流会では酒を酌み交わし交流を深めました。 

 

渡邊 俊（宮城班） 

 今年の３月に宮城班を結成し、不安はあったが 

役員を決め、班会議を定例的にやることにしてス 

タートした。使用促進闘争の合意した現場へ全員 

が就労できるように、順番を取り決めて就労して 

いる。 

現在、県北の吉田川の河川工事、県南の丸森 

町の河川工事や丸森トンネル工事に就労してい 

て、配車や日常の下請けとのやり取りなどは、班 

長を中心に３名の班役員で相談しながら対応している。班をまとめるのは

大変だけれど、ダンプの単価を上げるのは、組合しかないと思う。東日本

大震災の復興工事が終わると、宮城県内の単価は、一気に下がった。

32,000円でというところもある。燃料が上がり、週休２日制になりつつあ

る現場では、就労日が減り低単価のままでは、ダンプで生活が成り立たな

い。組合の運動に参加して、単価を改善することが最大の課題だと思う。 

組織拡大では、宮城班を１００人の組織にし、新しい専従を迎えようとい

う目標を立てた。３月の宮城班結成時は２０人、この８か月で３０人に到達

した。自分達のまわりで組合に入っていない人を誘っている。単価を上げ

ることに反対する人はいないので、気軽に声をかけている。 

今年の夏のダンプキャラバンには、５人の仲間が仕事を休んで参加し

た。こういう積み重ねが、ダンプの単価改善につながるのだという実感が

持てた。 

 人間関係や様々な問題が起き大変だが、そこは率直に話し合い、たくさ

んの仲間が参加できるような班体制にしていきたいと考えている。 

 

永井正彦副委員長 

                 我々は交通安全を推進している団体・建交労 

の一員である。使用促進について元請と合意し 

た現場で就労する者は、必ず組合の看板をフロ 

ントに出し、組合員であることの意思表示を徹 

底するようにしていこう。 

 

下川 晃（岩手分会） 

岩手分会は、数年前から本格的に使用促進闘争を取り組んできた。組

合の専従が元請と交渉し、国交省にも繰り返し要請を行っている。今年

も、昨年と同様、奥州市の栗原建設、盛岡市の樋下建設の現場で合意を

かちとっている。今年の岩手県内は公共事業が 

少なく使用促進の現場も少ないが、組合員が協 

力し使用促進現場が出た場合は配車をするよう 

にしている。 

 組織的には、執行部の若返りを以前から意識し 

ている。コロナで組合行事は減少傾向にあるが、 

１２月２日に盛岡市内で分会の定期大会の予定 

だ。もっと組合員同士の交流を深めていきたい 

と思う。 
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  ファーストペンギンと使用促進闘争 

～ゼネコン本社要請行動の際に思い出したこと 
 

 １１月９日～１０日、第３９回ゼネコン本社要請行動に取り組みました。 １班は飛島建設、

安藤ハザマ、西松建設を、２班は竹中土木、東洋建設、銭高組、戸田建設を訪問しまし

た。各社とも８０分間の中で意見交換をしています。 

 

 私は 1 班を担当しましたが、それぞれに忌憚のない(率直な)話し合いが出来て、非常

に意義のある活動だと思っています。各地域に出る個別工事の担当は各社の支店になり

ますが、本社土木部と建交労が直接話し合っていれば、本社の見解をひっくり返す様な

判断を支店はしません。今回の行動でも、A 社の幹部から「ダンプが地場単価などで生

活できない事はよく知っています。しかし、下請からの請求がないと支払う事は出来ませ

ん」と率直な感想がありました。 

 

 今回も各社の門前に立ってつくづく思った事は、２０年前にこの活動を始めなかったら、

今の単価や就労台数は存在しなかったという事です。組合歴の少ない専従者や現場の

組合員は、地場単価よりも２万円も高い単価で働ける理由を知らないと思うし、想像もし

ないと思います。 

 

 本社要請行動を始めるきっかけは、労職部会がトンネルじん肺闘争で、ゼネコン本社と

交渉していたことから、労職部会が窓口になって建設６部会との交渉をセット出来た事で

す。当初は６０分間に限られていたものが、今では各社とも８０分間付き合ってくれます。

当時を思い出すと、労職部会、ダンプ部会、生コン部会等の幹部の判断が、今日の使用

促進闘争の先駆けとなったわけです。 

 

 ファーストペンギンの由来は南極にあります。ペンギンは魚を餌としていますから、海に

飛び込んで魚を取らないと餓死してしまいます。特に子育て中は、口にいっぱいの餌を加

えて子供のところに戻らないと、ペンギンは絶滅します。海の中には、ペンギンが飛び込む

のを知っている獰猛(どうもう)なシャチが手ぐすね引いて待っています。 

 

 誰かが最初に海に飛び込んで、今日はシャチがいないと分かると、他のペンギンも一斉

に海に飛び込みます。最初に海に飛び込むペンギンを「ファーストペンギン」と呼びます。 

２０年前の建設各部会の幹部がファーストペンギンだった訳です。                   (森谷) 

渡辺聖那（福島東部班） 

私は、半年前まで会社の運転手として働

いていた。いつかは自分でダンプを所有し

てこの仕事をやりたいと考えていた。退職を

きっかけに決断し、ダンプ購入に進んだ。個

人で始めることに不安がなかったと言ったら

ウソになるが、以前から付き合いがあった仲

間からの誘いがあり、東北ダンプ支部福島

分会に加入することを決めた。 

組合に加入して、ダンプに関していろいろ話を聞けて助かっている。その中

でも一番魅力的なのは、ダンプの一日あたりの単価を上げる運動です。県中

の１日の単価相場は、良くて３８，０００円～４０，０００円、安い現場になると３

５，０００円～３６，０００円もあります。燃料も上がり、なにもかも高騰している

中でのやり繰りは本当に大変だ。加入して間もない私にも声がかかり、組合

と元請が合意した現場で就労している。実際に働いて５３，０００円で請求で

きることに正直驚きを感じている。私たちダンプ労働者には、なくてはならな

い組合だと実感しています。私は組合歴で言えば、まだまだ浅い方。今後組

合を通じていろいろと学習していきたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平和幸（いわき班） 

 いわき班では、使用促進闘争で合意した現場への 

配車や日常のやり取りなど、班として主体的に取り 

組んでいる。いわき班では、就労について公平性の 

観点から、１人３０日交代で就労している。配車につ 

いては、いわき班で責任を持って対応していて、班 

の総会で選抜した配車係が名簿順に声をかけ、就 

労日数などを管理しながら就労している。多いとき 

は、４～６現場と集中することがあるので、いわき班だけでは間に合わないこ 

とがある。その際は近隣の班に声をかけて、就労に参加してもらっている。 

 組合行事へも積極的に参加している。この運動が成り立つのは、組合の

力、使用促進闘争で合意した高い単価の現場に就労できれば、その分の収

入は増える。組合行事に参加するのは嫌だけど就労はしたいでは、道理が通

らない。最初の頃は決まった組合員しか参加しないという問題があり、班会

議で議論し、いつも組合の活動に参加をしている組合員からは、『組合行事

に参加しない組合員には、就労の配車をしなければいいんだ』と意見があが

った。しかしそれではいわき班は、特定の組合員しか残らなくなり小さくなっ

てしまうので組合の行事へ参加しやすいように、『減点方式ではなく、加点方

式にしよう』、つまりは、３０日交代で就労しているが、組合行事に参加した組

合員には、５日をプラスして、３５日就労できるようにしようという提案があり、

仲間も納得して承認した。そして今では、全員が順番で組合行事へ参加する

ようになった。 

 このように、いわき班では問題が起こると班会議で率直に話し合い、全員で

結論を出して実践している。我々ダンプ屋、ダンプ労働者にとって、単価問題

は最大の感心だし、生活に直結している。一人一人では何もできないが、労

働組合があれば、改善することができるのだという確信が持てた。みなさん

共にがんばっていきましょう。 

 

橋本直孝（郡山南班） 

専従と一体となって、組合 

の組織拡大をがんばり、２人 

の拡大に結び付いた。 

 

 

 

 

 

しんぶん赤旗 ２０２３年１１月１７日付より 

建交労東北ダンプ支部の役員 

（任期は２０２３年１１月１１日～第３回大会） 

 

執行委員長      渕柳勝彦（福島分会） 

副執行委員長     髙橋正彦（秋田分会） 

副執行委員長     永井正彦（福島分会） 

副執行委員長     森谷  稔（福島分会） 

書記長         昆 茂太郎（岩手分会） 

書記次長      田中喜三男（秋田分会） 

執行委員        鈴木宏明（岩手分会） 

執行委員       高橋高男（青森分会） 

執行委員        半澤正樹（福島分会） 

会計監査         伊藤玲子（秋田分会） 

会計監査        藤戸一祐（岩手分会） 
 

 

 

 


